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１  第２期第２回（令和７年度）「子どもの健康・生活実態調査」報告書 
【概要版】について 

２  令和８年度の産後ケア事業における拡充について 
 

（衛 生 部） 



厚生委員会情報連絡一覧表 

 

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法

１ 「第３０回ここ

ろの健康フェステ

ィバル」の実施結

果について 

 

所管課 

【中央本町地域・保

健総合支援課】 

 

 区民のこころの健康の保持増進と精神

障がい者の社会参加の促進を図るため、

「こころの健康フェスティバル」を、今

年度は３０周年記念会として開催した。

１ 主催 

  こころの健康フェスティバル実行委

員会 足立区 

 

２ 来場者数 

  約３，０００人 

  （第２９回：２，５００人） 

  ※ ３０周年特別プログラムとして

都立足立高等学校ダンス部による

公演等もあり、来場者数が例年よ

りも増加した。 

 

３ 主な催物 

（１）ウェルカムコンサート 

（区立第十四中学校吹奏楽部） 

（２）開会式 

（３）感謝状贈呈 

（４）講演会 

「多文化共生社会に生きる人々

のこころ」 

国際医療福祉大学教授 

上里 彰仁氏 

（５）民生・児童委員によるバザー 

（６）障がい者団体による模擬店、自主

製品販売、相談コーナー、ゲームコ

ーナー 

（７）当事者による意見交換会 

「しゃべり場」 

（８）都立足立高等学校ダンス部による

公演 

 

 

 

令和８年３月７

日（土） 

午前１０時～ 

   午後３時

 

足立区役所 

１階（区民ロビ

ー・正面広場）

２階（庁舎ホー

ル） 

中央本町一丁目

１７番１号 

 

ポスター掲

示 

 

チラシ配布

（関係機関

及び関係団

体、区民事

務所、地域

学習センタ

ー、駅等）

 

区広報紙 

（２月１０

日号） 

 

区ホームペ

ージ 

 

庁舎前懸垂

幕等 
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件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

４ 講演会動画配信 

３月３０日から５月末日まで、動 

画deあだちにて配信 

 

５ 来場者の感想 

（１）ウェルカムコンサートでの第十四

中学校の演奏がとても力強く、素晴

らしかったです。 

（２）講演会では、スマホを利用して聴

講者のアンケートを取りながら進め

る内容で、一体感があって良かった

です。 

（３）精神障がい者の自主製品を実際に

買うことが出来て有意義でした。 

（４）都立足立高校のダンス部の発表は

とても迫力があり圧巻でした。 

 

６ 参加団体 

家族会、就労移行支援事業所、就労

継続支援事業所、地域活動支援センタ

ー、グループホーム、医療機関ボラン

ティア団体等 計４８団体 

 

７ 後援 

足立区社会福祉協議会、足立区民生

・児童委員協議会、足立区町会・自治

会連合会、東京法務局東京人権擁護委

員協議会（足立地区人権擁護委員会）

足立区医師会、東京都足立区歯科医師

会、足立区学校歯科医会、足立区立小

学校長会、足立区立中学校長会、足立

区立小学校 PTA 連合会、足立区立中学

校 PTA 連合会、東京都立精神保健福祉

センター 

計１２団体 
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件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

８ 今後の方針 

  更なる区民のこころの健康の維持・

増進と精神障がい者の社会参加促進の

ため、来場者の増加に繋がるプログラ

ムを実行委員会で検討し、実施してい

く。 
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厚生委員会情報連絡一覧表 

 

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

２ 「第１０回あだち

保護猫たちの譲渡

会」の開催について 

 

所管課 

【生活衛生課】 

NPO 法人と足立区との共催により、足

立区内で保護等された保護猫に係る猫

の譲渡会を開催する。また、NPO 法人の

日ごろの活動や地域猫活動等に関する

パネル展示等を合わせて開催する。 

 

１ 主催 

  足立区、NPO 法人３団体（あだち動

物共生ネットワーク、けだ・まも、H

uman Animal Pairs（ヒューマン ア

ニマル ペアーズ））との共催。 

 

２ 概要 

（１）議会棟エントランスで保護猫の

譲渡会を実施。 

（２）アトリウムで適正飼育指導や TNR

活動の PR 等も実施。 

（３）令和８年度は３回実施を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 

２８日（日） 

 

正午～午後３時 

 

中央本町一丁目

１７番１号（本

庁舎１階議会棟

エントランス、

アトリウム） 

 

 あだち広

報、区ホー

ムページ、

SNS で情報

発信 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 ハクビシン・アライグマ屋内侵入口閉塞工事費用助成の対象拡充について 

所管部課名 衛生部足立保健所生活衛生課 

内   容 

 

 

ハクビシン及びアライグマ（以下、「対象動物」）の防除事業の一環とし

て、対象動物が再び建築物の屋内に侵入することを防ぐため、工事費用の助

成対象を令和８年４月１日から拡充する。 

 

１ 拡充内容 

  捕獲事業（※）を利用して、屋内への対象動物による侵入及び被害が確

認されたものの、屋根裏が狭い等のやむを得ない理由により屋外に捕獲器

を設置した者を対象に拡充する。 

 令和７年度 

見込 

令和７年度 

実績（速報値） 

令和８年度 

見込 

屋内設置 ２４件 １３件 ２４件 

屋外設置（拡充） － － １０件 

合計件数 ２４件 １３件 ３４件 

※ 区民等からの申請を受けて、対象動物による生活環境被害を受けて

いる区内の土地及び建築物に捕獲器（箱わな）を設置して対象動物を

捕獲する事業。 

 

２ 事業の概要 

（１）補助金額 

１回の工事当たり上限１００，０００円 

 実績件数 平均工事費 平均助成額 

令和７年度 １３件 １６５,４６２円 ９８,５３８円 

令和６年度 ５件 ９０,２１８円 ７６,６００円 

（２）助成を受けられる回数 

年度内１回のみ 

 

３ 周知方法 

あだち広報への特集記事の掲載（５月２５日号）やＳＮＳを活用した情

報発信、区内主要駅等の情報スタンドを活用した積極的なリーフレットの

配布などを通じて、より一層の事業周知を図っていく。 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名  足立保健所窓口アンケート調査（区民満足度）結果報告について 

所管部課名  衛生部衛生管理課 

内   容 

平成２９年度より開始している足立保健所（東部保健センターを除く 

４か所）窓口等運営業務委託に係る評価として、令和７年度窓口アンケー

ト調査を実施したので、その結果（概要）を報告する。 

 

 

１ アンケート結果概要 

（１）各アンケート項目 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合は、いずれの項目も令和６

年度に引き続き高水準を保っており、全ての項目で委託前(平成２８年

度)よりも高い結果となっている。 

 

【主な結果の一部抜粋】 

 
 
項目 

H28年度 
(委託前) 

R6 年度 R7 年度 
H28年度

とR7年度

の比較 

R6年度と 

R7年度の

比較 

１ 職員の服装や態度 96.7% 99.0% 98.5% ↗ － 

２ 話を丁寧に聞く姿勢 97.3% 99.1% 98.9% ↗ － 

３ 

説明は聞き取りやす

い話のスピード（声

の大きさ）か 

97.1% 98.3% 98.0% － － 

４ 説明の分かりやすさ 96.6% 98.6% 98.3% ↗ － 

※ 割合は「満足」「やや満足」の合計値 

※ １ポイント未満の差は同水準と判断 

 

（２）区民が期待する窓口案内 

ア 「１ 分かりやすい説明」「２ 速やかな対応・ご用件がすむまで

の時間」への期待が全体の 47.1％と多く寄せられた。 

イ 「３ 親身になってご用件を聞く姿勢」や「４ 丁寧な言葉づか

いや笑顔でのあいさつ」など、区民が期待する項目は委託前後で大

きく変わらない結果となった。 

 

 

 

7



２ アンケート実施期間・回答数 

窓口サービス満足度をはかるため、毎年１～２月に窓口を利用する  

区民へのアンケート及び窓口待ち時間、接客時間の調査を実施している。 

（１）実施期間 

令和 ７ 年度 令和 ８ 年１月 ５日～２月２７日（３７日間） 

【参考】 

令和 ６ 年度 令和 ７ 年１月 ６日～２月２８日（３７日間） 

平成２８年度 平成２９年１月２３日～３月３１日（４９日間） 

（委託前:区職員時実施分） 

（２）アンケート回答数 

令和 ７ 年度実施分 ２，６０８人 

【参考】 

令和 ６ 年度実施分 ２，６７１人 

平成２８年度実施分 １，１００人 

(委託前:区職員時実施分) 

３ アンケート項目 

（１）性別 

（２）年代 

（３）職員の服装や態度 

（４）話を丁寧に聞く姿勢 

（５）説明は聞き取りやすい話のスピード（声の大きさ）か 

（６）説明の分かりやすさ 

（７）用件終了までの時間 

（８）区民が期待する窓口案内 

 

４ 来客時間調査（委託している４センター集計） 

  

 

最大来客者数 

(１日あたり) 

平均来客者数 

(１日あたり) 

平均接客時間 

(１人あたり) 

最大待ち時間 

(１人あたり) 

平均待ち時間 

(１人あたり) 

H28 年度 

(委託前) 
54 人 18.5 人 16分27秒 30 分 8 秒 

R6 年度 93 人 51.2 人 21分59秒 30 分 62 秒 

R7 年度 92 人 49.7 人 23分16秒 40 分 97 秒 

令和 7年 12 月以降、紙の健康保険証がマイナ保険証に切り替わり、新

たに生じた健康保険資格照会事務（※）が、1件当たり少なくとも 10 分

程度を要するため、今回の調査結果にも大きく影響したと考えられる。 

※ 該当する主な事務 

自立支援医療、難病医療費助成、小児慢性疾患 など 
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５ 主なご意見 

（１）何回か手続きに来ていますが、毎回丁寧に対応していただいていま

す。ありがとうございます。 

（２）受付番号発行時のタイミングでも、受付前から気づいた職員の方か

らの笑顔での挨拶や「少々お待ちくださいませ」などの丁寧な声かけ

があって嬉しかったです。窓口での対応も素敵でした。 

（３）時間がかかる、わかりにくいというイメージがあり、面倒と思って

いましたが、スピーディでわかりやすい説明でした。 

 

６ 今後の方針 

アンケートの結果を踏まえ、区民の期待する窓口案内に応えられるよ

う、引き続き受託者と協議を重ね、対応を求めていく。 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 令和８年１月、２月における「日曜乳がん検診」の実施結果について 

所管部課名 衛生部データヘルス推進課 

内   容 

 

 

乳がん検診の年度末における需要増に対応するため、足立区医師会の協力を

得て、以下のとおり令和 8 年 1 月および 2 月の日曜日に検診を実施したので

報告する。 

１ 実施医療機関、受入可能数および受診者数 

№ 
医療機関名 

（所在地） 

1 月 2 月 医療機関別 

合計 4 11 18 25 1 8 15 22 

1 
いずみ記念病院 

（本木 1-3-7） 

受診者 - - - - - - 4 - 4 

受入枠 - - - - - - 10 - 10 

2 
エヌ・ケイ・クリニック 

（綾瀬 3-2-8） 

受診者 - - - - 30 - 30 - 60 

受入枠 - - - - 30 - 30 - 60 

3 
大塚ブレストケアクリニック 

（竹の塚 5-7-3） 

受診者 - - 23 13 - 19 - 20 75 

受入枠 - - 30 20 - 30 - 20 100 

4 
ケアリボン乳腺クリニック北千住

（千住旭町 40-27） 

受診者 - - - - - - 8 - 8 

受入枠 - - - - - - 30 - 30 

5 
勝楽堂病院 

（千住柳町 5-1） 

受診者 - - - - - 0 - - 0 

受入枠 - - - - - 15 - - 15 

6 
東京北部病院 

（江北 6-24-6） 

受診者 0 3 0 1 0 1 0 0 5 

受入枠 15 15 15 15 15 15 15 15 120 

7 
東伊興クリニック 

（東伊興 3-21-3） 

受診者 0 - 1 - - 0 1 - 2 

受入枠 6 - 6 - - 6 6 - 24 

8 
柳原病院 

（千住曙町 35-1） 

受診者 - - 0 - 4 - - - 4 

受入枠 - - 15 - 15 - - - 30 

合計（実施日別） 
受診者 0 3 24 14 34 20 43 20 158 

受入枠 21 15 66 35 60 66 91 35 389 

合計（月  別） 
受診者 41 117 158 

受入枠 137 252 389 

【補足】 

いずれの医療機関も、受入時間は午前中のみ。 

※1 年間を通じて、毎月第 4日曜日に実施している。 

※2 予約が 1件あったが、降雪のためキャンセル連絡あり。 

 

※1 ※1 

※2 
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２ 令和６年度との比較 

年 度 R6 R7 

実 施 月 2 月 1 月 2 月 1～2 月 

実 施 日 数 4 日間 4 日間 4 日間 8 日間 

医 療 機 関 数 4 機関 5 機関 8 機関 8 機関 

受 付 枠 126 人 137 人 252 人 389 人 

受 診 者 数 44 人 41 人 117 人 158 人 

受 診 率 
(受診者÷受入可能数) 

34.9％ 29.9％ 46.4％ 40.6％ 

  

３ 周知・啓発 

令和 7年 11 月中旬以降、区ホームページ、区公式ＬＩＮＥおよび 

「あだち広報（12/10 号）」等で実施情報を周知した。 

 

４ 令和８年度の計画（案） 

令和７年度の結果を踏まえ、以下の内容を軸に区医師会と協議を進めて

いく。 

（１）検診体制の拡充と普及啓発の最適化 

実績の高い医療機関の枠拡大を図るとともに、区民の受診意識が高ま

る「ピンクリボン月間（10 月）」直後の実施や、周知・啓発の前倒し実

施について検討し、受診率の最大化を目指す。 

（２）子宮頸がん検診の日曜実施モデル事業と「セット受診」枠の検討 

新たに子宮頸がん検診の日曜実施モデル事業を検討するほか、ニーズ

の高い「乳がん・子宮頸がんのセット受診」枠を確保することで、受診

機会の拡大を図る。 

（３）「女性がん検診リーフレット型受診券」の表示改善 

毎年４月下旬に配付する同受診券内の実施医療機関一覧において、日

曜実施を定期的に行っている医療機関をわかりやすく表示するよう改善

を図る。 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 
「元気な職場づくり応援事業（健康経営）」の新規支援事業所決定及び支援

満了事業所における取組と成果について 

所管部課名 衛生部こころとからだの健康づくり課 

内   容 

 「元気な職場づくり応援事業（健康経営）」について、新たな支援事業所

の決定と、令和８年３月３１日で支援満了となった５事業所におけるこれま

での取組及び成果等を連絡する。 

【元気な職場づくり応援事業とは】 

従業員の健康づくりに主体的に取り組む意欲のある足立区内中小事業所

を区が選定し、同事業所が抱える健康課題の改善に向けて、区保健師や管

理栄養士等が身体面及び精神面の支援を行う事業。 

現在、累計２１事業所 

１ 新規支援事業所の選定 

（１）応募事業所数 ※募集期間：令和７年１２月１日から令和８年２月２７日 

   ７事業所 

（２）選定事業所数 

   ５事業所 

（３）選定事業所及び担当保健センター 

№ 事業所名 所在地 業種 
従業 
員数 

担当 
保健ｾﾝﾀｰ等 

１ 株式会社東貨流通 平野２丁目 運送業 92 名 中央本町 

２ 
すばる交通株式会社 

北千住営業所 
千住旭町 運送業 150 名 江北 

３ 
株式会社 

匠保険事務所 
竹の塚２丁目 保険業 14 名 竹の塚 

４ 
佐々木ケアサービス 

株式会社 
足立４丁目 介護事業 68 名 東部 

５ 
城北ヤクルト販売 

株式会社 
千住宮元町 卸売業・小売業 66 名 江北 

※ 申込順 

年度 内容 

令和元 １事業所でモデル事業として実施 

令和２ ４事業所を加えて実施［支援期間は令和４年度末まで］ 

令和３ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため新規募集を中止 

令和４ 新規５事業所を選定 ［支援期間は最大で令和７年度末まで］ 

令和５ 新規３事業所を選定 ［支援期間は最大で令和８年度末まで］ 

令和６ 新規３事業所を選定 ［支援期間は最大で令和９年度末まで］ 

令和７ 新規５事業所を選定 ［支援期間は最大で令和１０年度末まで］ 
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（４）選定内容 

   以下のとおり、事業所から提出された「元気な職場づくり応援事業申

込書」等により書類審査を行った。 
  ア 書類審査日 

    令和８年３月１７日（火） 

  イ 選定委員 

    区職員７名（衛生部長、こころとからだの健康づくり課長、中央本

町地域・保健総合支援課長及び各保健センター長） 

  ウ 審査の視点（審査項目） 

  （ア）健康経営の実現可能性が高いか。 

  （イ）協働及び協創の取り組みが期待できるか。 

  （ウ）事業実施後、区内他事業所への波及効果が期待できるか。 

  エ 審査の際の主な意見 

  （ア）選定された事業所は、区の健康経営講演会等への参加のほか、経

済産業省の「健康経営優良法人」認定を目指す事業所もあるなど意

欲の高さが伺え、健康経営の実現可能性が高いと評価できる。 

  （イ）また、ホームページ等での情報発信力があり、食育月間や「ちょ

こ活」等、既に衛生部の事業周知に協力をいただいている事業所も

あるなど、区内他事業所への波及効果が期待できる。 

（５）支援期間 

   令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
※ ２回まで支援延長可能（最大で令和１０年度まで支援可能） 

（６）その他 

   新規支援事業所に対し個別に支援計画を作成したのち、「元気な職場

づくり応援事業」認定証交付式を行う（令和８年７月頃予定）。 

 

２ 支援満了事業所における取組及び成果 

（１）対象事業所及び担当保健センター 

№ 事業所名 所在地 業種 
従業 
員数 

担当 
保健ｾﾝﾀｰ等 

１ 株式会社 seeDNA 竹の塚３丁目 
専門ｻｰﾋﾞｽ業 

（遺伝子検査） 19 名 竹の塚 

２ 沼田光器株式会社 江北２丁目 製造業 23 名 江北 

３ 
特別養護老人ホーム 

プレミア扇 
扇１丁目 介護事業 85 名 中央本町 

４ 
無印良品 

ルミネ北千住 
千住旭町 小売業 51 名 千住 

５ 
株式会社 

横引シャッター 
綾瀬６丁目 製造業 28 名 東部 

                    ※ 従業員数は申込時の人数 

（２）支援期間 

   令和５年４月１日から令和８年３月３１日まで 
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（３）５事業所への支援内容及び成果 

   支援内容及び、支援前の令和５年度（令和５年６月）と支援経過後の

令和７年度（令和７年１２月）に５事業所で実施した「仕事と健康に関

するアンケート」※回答結果から見える成果などは、以下のとおり。 

※ 健康状況や生活習慣等について年１回従業員を対象に実施するアン

ケート調査 

  ア 支援内容 

  （ア）「仕事と健康に関するアンケート」や健康診断結果等の分析によ

る健康課題の共有・助言 

  （イ）血圧、体組成、推定野菜摂取量等の測定会や健康講座の実施 

  （ウ）希望する事業所に対し、「健康経営アドバイザー研修」受講費用

を助成 

  イ 成果 

    以下のとおり主観的健康観の改善やワーク・エンゲージメント等の

向上が見られたほか、事業所によっては体調不良により休暇を取得す

る社員割合の減少などの成果が見られた。 

  （ア）主観的健康観の改善 

     自身の健康状況に関する質問に対し、「良い」「まあよい」と答

えた人の割合が５．９ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

（イ）ワーク・エンゲージメントや職場の一体感の向上 

「仕事をしていると活力がみなぎるように感じる」「現在の職場

はお互いに理解し認め合っている」という質問に対し、「そうだ」

「まあそうだ」と答えた人の割合がそれぞれ６．９ポイント、 

７．９ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

Ｒ５ 
（支援前） 

Ｒ７ 

あなたの現在の健康状況はいかがですか 

19.3％ 26.9％ 39％ 14.8％ 

21.3％ 30.8％ 39.8％ 7.7％ 
0.5％ 

＋5.9 ﾎﾟｲﾝﾄ 

良い まあよい ふつう あまりよくない よくない 

n＝223 

n＝222 

仕事をしていると活力がみなぎるように感じる 

Ｒ５ 
（支援前） 

Ｒ７ 

そうだ まあそうだ ややちがう 
ちがう 無回答 

21.1％ 36.8％ 26％ 11.7％ 

4.5％ 

27％ 37.8％ 21.6％ 8.1％ 

5.4％ 

n＝223 

n＝222 

＋6.9 ﾎﾟｲﾝﾄ 

0％ 
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３ 今後の予定及び方針 

（１）新規支援５事業所 

担当の各保健センター等が、事業主等と定期的な面談を行いながら、 

健康課題の改善に向けて従業員の身体面・精神面の支援を行っていく。 
（２）支援継続６事業所（令和５年度及び６年度から支援開始の事業所） 

   毎年実施している「健康と仕事に関するアンケート」の調査結果や健 

診結果データ等を活用しながら、各事業所が主体的に健康経営に取り組 

めるよう支援を行っていく。 

（３）その他 

  ア 今年度より、希望する支援事業所を対象に、新たに「調理体験型健 

康づくり講座」を実施する。区管理栄養士が支援事業所を訪問し、調 

理実演を交えた講座を開催することにより、従業員の食生活改善に繋 

げる。 

※ 令和７年１１月に支援満了事業所１社を対象にモデル実施。講座 

参加後のアンケート回答者の８割が「参考になった」と回答。 

  イ 支援事業所の成功事例を区ホームページや健康経営講演会等で紹介 

   するとともに、企業が集まる機会を捉え、アウトリーチによる周知を 

積極的に展開する。 

 
 
 

お互いに理解し認め合っている 

Ｒ５ 
（支援前） 

Ｒ７ 

n＝223 

n＝222 

28.3％ 42.2％ 20.6％ 

4.5％ 4.5％ 

32.9％ 45.5％ 14.9％ 

4.5％ 2.3％ 

そうだ まあそうだ ややちがう 

ちがう 無回答 

＋7.9 ﾎﾟｲﾝﾄ 
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